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年
間
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
の
根
拠
は
ど
こ
に
？

国
が
除
染
の
長
期
目
標
と
す
る
年

間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
つ
い

て
、
丸
川
珠
代
環
境
大
臣
は
「
何

の
科
学
的
根
拠
も
な
い
」
な
ど
と

あ
き
れ
た
発
言
を
し
た
が
、
丸
川

大
臣
の
口
を
通
し
て
安
倍
政
権
の

傲
慢
、
無
知
、
お
粗
末
が
露
呈
し

た
も
の
と
い
え
る
。
政
府
が
避
難

指
示
解
除
の
基
準
と
す
る
年
間
二

〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
こ
そ
根
拠
に

乏
し
い
、
ご
都
合
主
義
の
数
値
で

あ
る
。

五
年
前
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
一

日
に
菅
総
理
（
当
時
）
が
発
令
し

た
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
は
い
ま

だ
に
解
除
さ
れ
て
い
な
い
。
当
時

の
政
府
は
住
民
の
被
ば
く
限
度
と

し
て
、
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会

（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
勧
告
の
緊
急
時
被

ば
く
の
目
安
で
あ
る
年
間
二
〇
～

一
〇
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
う
ち

も
っ
と
も
安
全
寄
り
の
数
値
の
二

〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
基
準
に
採

用
し
た
と
胸
を
張
る
が
、
同
年
十

二
月
十
六
日
に
事
故
収
束
宣
言
を

し
、
復
興
を
喧
伝
し
た
。
復
興
期

な
ら
ば
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
勧
告
の
目
安
は

年
間
一
～
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

な
の
で
、
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

と
は
も
っ
と
も
危
険
寄
り
の
数
値

と
な
る
。

こ
の
年
間
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

は
緊
急
事
態
宣
言
中
の
み
有
効
な

内
閣
総
理
大
臣
命
令
で
あ
る
。
日

本
の
法
律
（
放
射
線
障
害
防
止
法

な
ど
）
で
決
ま
っ
て
い
る
公
衆
の

被
ば
く
限
度
は
年
間
一
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
で
あ
り
、
原
子
力
非
常
事

態
宣
言
を
解
除
す
る
と
、
法
的
根

拠
の
あ
る
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を

適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

の
で
解
除
し
な
い
の
だ
と
解
釈
で

き
る
。

表
１
に
示
す
よ
う
に
、
放
射
線
管

理
区
域
は
年
五
・
二
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
で
あ
る
。
年
間
二
〇
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
と
は
職
業
人
の
被
ば
く

限
度
と
同
じ
で
あ
る
。
妊
娠
可
能

女
性
や
妊
娠
中
の
放
射
線
業
務
従

事
者
は
さ
ら
に
制
限
が
あ
る
。
職

業
被
ば
く
と
同
じ
線
量
限
度
を
子

ど
も
や
妊
婦
に
ま
で
適
用
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
と
ん
で
も
な
い
暴

挙
で
あ
る
。

昨
年
十
月
、
福
島
第
一
収
束
作
業

等
に
従
事
し
、
合
計
約
二
〇
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
浴
び
た
労
働
者
の

白
血
病
が
労
災
認
定
さ
れ
た
。
白

血
病
の
労
災
認
定
基
準
は
年
間
五

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
、
被
ば
く

か
ら
発
症
ま
で
一
年
以
上
で
あ

る
。
避
難
指
示
解
除
基
準
が
二
〇

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
福
島
県
民
が

白
血
病
を
発
症
し
て
も
補
償
の
仕

組
み
は
な
い
。

政
府
は
、
公
衆
被
ば
く
限
度
が
年

間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
確
立
し

て
い
る
法
体
系
の
中
で
、
こ
れ
ら

の
矛
盾
は
解
決
で
き
な
い
の
で
、

原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
を
維
持
し

て
い
る
。
そ
れ
な
ら
、
緊
急
事
態

中
の
危
険
な
と
こ
ろ
に
、
そ
の
こ

と
は
伏
せ
、
安
全
・
安
心
と
偽
っ

て
住
民
を
帰
還
さ
せ
る
の
は
、
犯

罪
行
為
で
は
な
い
か
。

な
お
、
自
民
党
は
憲
法
に
緊
急
事

態
条
項
が
必
要
と
言
っ
て
い
る

が
、
今
ま
さ
に
緊
急
事
態
宣
言
中

で
あ
り
、
現
行
法
で
対
応
で
き
る

わ
け
で
、
な
に
も
わ
ざ
わ
ざ
憲
法

に
入
れ
る
必
要
は
な
い
。

避
難
者
の
切
り
捨
て
、分

断
に
よ
る
帰
還
政
策

政
府
は
、
昨
年
六
月
、「
居
住
制

限
区
域
」「
避
難
指
示
解
除
準
備

区
域
」
を
遅
く
と
も
二
〇
一
七
年

三
月
ま
で
に
解
除
、
対
象
地
区
住

民
に
東
電
が
支
払
っ
て
い
る
慰
謝

料
は
二
〇
一
八
年
三
月
で
一
律
終

了
、
政
府
指
示
区
域
外
の
自
主
的

避
難
者
に
対
す
る
借
り
上
げ
住
宅

制
度
（
み
な
し
仮
設
住
宅
）
に
よ

る
無
償
住
宅
供
与
は
二
〇
一
七
年

三
月
で
打
ち
切
り
、
さ
ら
に
、
昨

年
八
月
、「
原
発
事
故
子
ど
も
・

被
災
者
支
援
法
」
基
本
方
針
の
見

直
し
を
行
な
い
、「
避
難
指
示
区

域
以
外
か
ら
新
た
に
避
難
す
る
状

況
に
な
い
」「
支
援
対
象
区
域
は

縮
小
又
は
撤
廃
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
」
と
同
法
の
理
念
に
逆
行

す
る
改
悪
を
行
な
っ
て
、
被
害
者

に
と
っ
て
「
使
え
な
い
法
律
」
に

し
た
。
こ
れ
ら
の
避
難
者
切
り
捨

て
政
策
を
撤
回
さ
せ
、「
使
え
る

法
律
」
を
作
ら
せ
る
大
運
動
が
必

要
だ
。

二
月
十
八
日
、
京
都
地
裁
は
自
主

避
難
者
に
対
す
る
東
電
の
損
害
賠

償
責
任
を
初
め
て
認
め
た
。
し
か

し
、
判
決
の
中
で
、
自
主
避
難
が

相
当
だ
っ
た
期
間
を
二
〇
一
二
年

八
月
末
ま
で
と
限
定
し
、
二
〇
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
な
ら
避
難
の

必
要
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
点

は
、
同
様
の
多
く
の
訴
訟
の
中
に

新
た
な
分
断
を
生
む
も
の
と
な
り

問
題
だ
。

政
府
の
や
る
べ
き
こ
と
は
、
支
援

対
象
区
域
の
縮
小
で
は
な
く
拡
大

で
あ
る
。
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
上
は
原
発
事
故
被
害
区
域
と

し
て
、
賠
償
と
必
要
な
支
援
を
す

る
べ
き
で
あ
る
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
法
と

の
比
較

旧
ソ
連
で
は
事
故
か
ら
五
年
目

に
、
被
害
当
事
者
の
連
帯
の
力
で

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
法
が
制
定
さ
れ

た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
法
と
フ
ク

シ
マ
の
汚
染
区
域
の
対
比
を
表
２

に
示
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
法
で

は
年
間
一
～
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

が
移
住
の
権
利
、
年
間
五
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
以
上
が
義
務
的
移
住
で

あ
り
、
日
本
政
府
は
こ
れ
が
一
般

に
知
れ
渡
る
の
を
恐
れ
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
法
の
根
本
は
、

被
ば
く
に
よ
る
健
康
被
害
が
あ
っ

て
も
な
く
て
も
、
放
射
線
障
害
の

リ
ス
ク
を
負
わ
せ
た
こ
と
に
対
す

る
補
償
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、

実
際
に
発
症
し
た
ら
そ
れ
へ
の
補

償
も
行
な
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
日
本
で
も
こ
の
論
理
を
も
と

に
、
放
射
線
被
害
者
全
員
の
権
利

を
保
障
す
る
法
制
度
を
確
立
す
る

運
動
を
展
開
し
て
い
こ
う
。

被
ば
く
線
量
限
度
引
き
上

げ
し
か
能
が
な
い
政
府

職
業
被
ば
く
は
公
衆
被
ば
く
よ
り

一
桁
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
住

民
へ
の
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
適

用
に
連
動
し
た
動
き
と
し
て
、
労

働
者
の
緊
急
作
業
時
被
ば
く
線
量

限
度
の
二
五
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

へ
の
引
き
上
げ
が
あ
る
（
本
年
四

月
施
行
）。
ま
た
、
も
し
二
五
〇

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
て
も
、

生
涯
一
〇
〇
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

（
期
間
規
制
な
し
）
を
超
え
な
け

れ
ば
よ
い
と
い
う
抜
け
道
も
作
ら

れ
た
（
大
臣
指
針
）。
労
働
安
全

衛
生
法
第
二
五
条
（
急
迫
危
険
時

の
作
業
中
止
、
退
避
措
置
）
に
反

す
る
も
の
で
、
原
発
が
い
か
に
労

働
者
と
相
容
れ
な
い
か
を
示
し
て

い
る
。

福
島
第
一
事
故
現
場
は
収
束
か
ら

ほ
ど
遠
く
、
腐
食
も
進
み
、
自
然

災
害
で
も
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
緊

急
事
態
に
な
り
う
る
。
住
民
帰
還

ど
こ
ろ
の
話
で
は
な
い
。
そ
の
う

え
各
地
の
原
発
再
稼
働
で
労
働
者

不
足
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
労

働
者
の
被
ば
く
量
は
増
加
す
る
ば

か
り
だ
ろ
う
。
収
束
作
業
の
あ
り

方
、
工
程
表
等
に
つ
い
て
は
、
一

〇
〇
年
単
位
で
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
計
画
に
は
労
働
者
側
の
意

見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
組
織
体

制
を
根
本
的
に
見
直
す
べ
き
だ
。

政
府
は
被
ば
く
問
題
の
矛
盾
を
、

現
行
法
の
線
量
限
度
を
引
き
上
げ

る
方
向
で
ご
ま
か
そ
う
と
す
る
だ

ろ
う
。
政
府
に
と
っ
て
被
ば
く
容

認
社
会
は
原
発
再
稼
働
、
原
発
輸

出
の
た
め
に
も
都
合
が
よ
い
。
利

益
は
支
配
者
層
へ
、
被
ば
く
は
住

民
、
労
働
者
へ
と
い
う
不
正
義
を

許
さ
な
い
、
広
く
連
携
し
た
運
動

を
起
し
て
い
こ
う
！�

�
【
中
村
泰
子
】

日
時
：
３
月
12
日
㈯　

13
時
30
分
開
会

場
所
：
大
阪　

国
労
会
館

２
Ｆ
第
一
小
会
議
室

国
際
婦
人
デ
ー

関
西
の
集
い

国
際
婦
人
デ
ー

３
・
５
東
京
集
会

●
基
調
報
告

「
進
行
す
る
総
動
員
体
制

と
女
性
の
た
た
か
い
」

倉
田
智
恵
子（
集
会
実
行
委
員
）

●
た
た
か
い
の
現
場
か
ら
の
報
告

日
本
軍「
慰
安
婦
」問
題

井
桁
碧（
Ｖ
Ａ
Ｗ
Ｗ 

Ｒ
Ａ
Ｃ
）

在
日
コ
リ
ア
ン
人
権
問
題
・
朝
鮮
半
島
の
平
和
に
つ
い
て

申
久
江（
在
日
韓
国
民
主
女
性
会
）

沖
縄
の
た
た
か
い

外
間
三
枝
子（
沖
縄
・
一
坪
反
戦
地
主

会　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

）

労
働
現
場
の
た
た
か
い

中
原
純
子（
全
労
協
・
フ
ジ
ビ

解
雇
撤
回
闘
争
団
）

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
１

ビ
デ
オ『
メ
ト
ロ  

レ
デ
ィ
ー
ブ
ル
ー
ス
』上
映

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
２

報
告
⑴「
安
倍
政
権
の
女
性
政
策
と
現
状
」（
横

道
昭
子
）
／
報
告
⑵「
二
〇
〇
八
年
以
降
の
世

界
経
済
」（
小
野
利
明
）

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
３

討
論
と
意
見
交
流

●
資
料
代
＝
五
〇
〇
円

●
主　

催
＝
活
動
家
集
団 

思
想
運
動
／
小
川

町
シ
ネ
ク
ラ
ブ
関
西

●
連
絡
先
＝
☎
〇
八
〇
―
四
七
〇
〇
―
六
四

六
一

●
た
た
か
い
の
中
で
生
ま
れ
た
歌

棄
民
五
年 

─
─ 

政
府
の
被
ば
く
容
認
姿
勢
断
固
糾
弾
！

安
倍
政
権
の
原
発
推
進
・
被
災
者
切
り
捨
て
政
策
を
批
判
す
る

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
五
年
。
こ
の
間
民
主
党
政
権
二
代
を
継
ぐ
安
倍
政
権
の
と
っ
た
政
策
を
一
言
で
言
え
ば

“
棄
民
”
で
あ
る
。
事
故
原
因
究
明
も
被
害
者
補
償
も
お
ざ
な
り
、高
濃
度
汚
染
地
域
へ
帰
れ
、子
ど
も
の
甲
状
腺
ガ
ン

急
増
に
も
「
問
題
な
い
」
と
。こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
酷
薄
な
犠
牲
を
人
民
に
強
い
る
か
。そ
こ
に
は
、人
災
を
奇
貨
と
し
て

利
益
を
む
さ
ぼ
り
、人
民
へ
の
危
機
転
嫁
で
必
死
の
生
き
残
り
を
は
か
る
資
本
の
真
の
姿
が
読
み
取
れ
る
。わ
た
し
た

ち
は
、そ
の
本
質
を
見
定
め
る
目
を
研
ぎ
澄
ま
し
な
が
ら
、国
家
・
資
本
の
責
任
を
追
及
し
て
い
こ
う
。�

【
編
集
部
】

表１　各種線量基準の比較
適用対象 適用線量

避難指示解除基準 原発事故後の福島県内の区域 年間 20 mSv
放射線管理区域基準 放射線管理区域 ３か月で 1.3 mSv

（年 5.2 mSv）
公衆被ばく線量限度 一般の人 （々職業被ばく、医療

被ばく以外）
年間 1  mSv

職業被ばく線量限度
　（通常時）

放射線業務従事者
　男性
　妊娠する可能性のない女性

５年間で 100 mSv
（年 20 mSv）
かつ１年間で 50 mSv

　妊娠する可能性のある女性 ３ か月で ５mSv
　妊娠中の女性 妊娠中１mSv（内部被ば

く）、腹部表面等価線量
２ mSv

　（緊急作業時） 緊急作業従事者 100 mSv
　（特例緊急作業時） 特例緊急作業従事者 250 mSv（2016.4.1施行）
　（生涯線量） 通常被ばく限度を超えた者 生涯 1000 mSv

（mSv : ミリシーベルト）

表２　チェルノブイリとフクシマの汚染ゾーン
チェルノブイリ フクシマ

セシウム 137
汚染濃度
ベクレル/m2

年推定
追加被ばく
量

汚染ゾーンの定義 （ロシ
ア、ベラルーシ、 ウクライ
ナ、ほぼ同一）

年推定
追加被ばく
量

区域の定義

37,000 ～
185,000

～１ mSv
（0.5 ～１
ｍSv：ウクラ
イナ）

社会経済的特典を受けら
れる

１mSv 除染の長期
的目標
（居住可能）

185,000 ～ 
555,000

１～５mSv 移住の権利ゾーン １～20
mSv

避難指示解
除（準備）区
域
（居住可能）

555,000 以上
（148 万以上
の場合もあ
る）

５mSv 以上 義務的移住ゾーン

20 ～ 50 
mSv

居住制限区域

30 km 圏内
とその後の
強制退去地
域

― 居住禁止ゾーン 50 ｍSｖ
以上

帰還困難区域
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